
沖
縄
戦
犠
牲
者
の
遺
骨
が
眠
る
南
部

地
区
の
土
を
辺
野
古
新
基
地
建
設
の

た
め
の
埋
め
立
て
工
事
に
使
う
こ
と
に
対
す

る
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

新
基
地
建
設
に
賛
成
か
反
対
か

以
前
に
、
戦
没
者
へ
の
冒
涜
で
あ
り
、
人
道
的

観
点
か
ら
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
南
部
一
帯

は
県
民
に
と
っ
て
特
別
な
場
所
で
あ
る
。
県
と

し
て
も
県
民
感
情
に
配
慮
し
た
適
切
な
対
応

を
す
べ
き
で
あ
る
。

今
年
１
月
22
日
、「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

が
発
効
し
た
。「
西
原
町
非
核
反
戦
平

和
都
市
宣
言
」
を
採
択
し
て
い
る
西
原
町
の
町

長
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

こ
の
条
約
に
日
本
は
ま
だ
参
加

し
て
い
な
い
。
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
日
本
政
府
に
対
し
て
は
、
参
加
に
向
け
た

前
向
き
な
議
論
を
期
待
し
た
い
。

「
施
政
方
針
」、「
ま
ち
づ
く
り
指
針

（
案
）」
で
、
認
定
こ
ど
も
園
の
創
設

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
令
和
２
年
３
月
策
定
の

「
わ
ら
び
プ
ラ
ン
」
で
は
、『
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
慎
重
な
議
論
を
重
ね
、
今
後

の
方
向
性
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
』
と
な
っ
て

い
る
。（
１
）
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
慎
重
な
議
論
を
重
ね
た
の
か
。（
２
）
既

存
の
幼
稚
園
及
び
保
育
施
設
と
の
協
議
は
行

わ
れ
た
の
か
。（

１
）及
び（
２
）併
せ
て
答
え
る
。

認
定
こ
ど
も
園
の
創
設
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
今
後
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
調
査
研
究
し
て
い
く
中
で
、
整

理
を
し
な
が
ら
、
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し

て
い
く
。幼

稚
園
は
そ
の
ま
ま
、
い
ず
れ
は
３

歳
か
ら
、
そ
れ
と
別
に
認
定
こ
ど
も

園
は
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
構
想
な
の
か
。

そ
う
で
は
な
い
。
現
行
の
幼
稚

園
は
４
歳
、
５
歳
を
預
か
っ
て
い
る
。
認
定
こ

ど
も
園
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
い
き
な
り

３
歳
か
ら
預
か
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
現

行
の
状
況
を
認
定
こ
ど
も
園
化
し
て
い
く
。
将

来
的
に
は
、
財
政
と
調
整
し
な
が
ら
３
歳
か
ら

と
い
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

４
つ
の
基
本
理
念
の
具
体
的
な
考
え

は
何
か
。

一
つ
目
の
行
財
政
運
営
の
健
全

化
の
た
め
に
は
、
財
源
確
保
を
国
、
県
、
民

間
企
業
等
へ
積
極
的
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
っ
て
い
く
。
二
つ
目
の
子
ど
も
達
の
未
来

の
た
め
に
は
、
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園

化
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
導
入
、
保
育
士
確
保

に
よ
る
待
機
児
童
の
早
期
解
消
を
早
期
に
実

行
。
三
つ
目
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
は
、
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の
早
期
建
設
促

進
及
び
後
背
地
の
土
地
利
用
見
直
し
、
モ
ノ

レ
ー
ル
の
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
域
へ
の
延
伸
推

進
、
工
業
・
商
業
地
域
拡
大
に
よ
る
企
業
誘

致
及
び
雇
用
創
出
、
さ
わ
ふ
じ
マ
ル
シ
ェ
を

核
と
し
た
地
域
活
性
化
、
い
い
あ
ん
べ
ー
家

事
業
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な

る
活
用
、
内
間
御
殿
の
早
期
整
備
促
進
、
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
の
積
極
的
な
誘
致
、

地
域
自
治
会
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

四
つ
目
の
平
和
の
実
現
の
た
め
に
は
、
平
和

を
希
求
す
る
取
組
を
続
け
、
基
地
の
な
い
平

和
な
島
を
実
現
し
、
二
度
と
戦
争
を
起
こ
し

て
は
い
け
な
い
こ
と
を
次
世
代
に
伝
え
て
い

く
。

施
政
方
針
は
町
の
広
報
に
も
載
る
。

文
章
で
は
全
く
見
え
な
い
。
今
言
っ

た
こ
と
を
し
っ
か
り
書
い
て
町
民
に
訴
え
る

べ
き
。
町
づ
く
り
に
つ
い
て
町
長
の
思
い
は
。

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を

通
し
て
述
べ
て
い
く
。ま

ち
づ
く
り
指
針
は
今

月
策
定
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
町
民
に
公
表
す

る
。

副
町
長
二
人
体
制
か
政
策
調
整
監
を

含
め
た
新
し
い
機
構
改
革
は
。

今
ま
だ
時
期
に
な
く
、
内
部
検

討
が
必
要
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
止
め
、
西

原
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
と
か
室
長
を

置
い
て
４
年
間
頑
張
っ
て
い
く
姿
勢
は
。

議
員
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
良
い

提
案
、
本
来
な
ら
室
で
も
設
け
る
と
い
う
思

い
は
私
も
一
緒
。
し
か
し
今
現
実
は
そ
う
い

う
状
況
に
な
い
と
見
て
い
る
。

日
本
学
生
支
援
機
構
の
返
還
が
必
要

な
貸
与
型
奨
学
金
利
用
が
全
国
で

１
２
９
万
人
余
、
今
の
大
学
、
専
門
学
校
に

通
っ
て
い
る
学
生
の
２・
７
人
に
１
人
。
平

均
貸
与
額
は
無
利
子
奨
学
金
で
２
４
１
万

円
、
有
利
子
で
３
４
３
万
円
、
１
人
当
た
り

年
間
平
均
20
万
円
返
済
し
て
い
る
計
算
に
な

る
。
返
還
人
数
は
全
国
で
４
２
８
万
人
と
な

り
、
民
間
企
業
な
ど
に
よ
る
自
社
の
人
材
確

保
策
と
し
て
独
自
の
奨
学
金
返
還
支
援
の
取

り
組
み
が
始
ま
り
、
自
治
体
の
奨
学
金
肩
代

わ
り
返
済
も
令
和
３
年
か
ら
10
分
の
10
特
別

交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
。
中
間
所
得
層
の
負

担
軽
減
、
定
住
促
進
と
し
て
全
国
で
32
府
県
、

４
２
３
市
町
村
で
実
施
、
西
原
町
で
も
取
り

組
む
べ
き
で
は
。

総
務
省
に
よ
る
奨
学
金
を
活
用

し
た
地
方
定
住
促
進
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
学

生
が
返
還
す
る
奨
学
金
の
一
部
、
ま
た
は
全

部
を
市
町
村
が
負
担
す
る
対
象
と
な
る
学
生

の
支
援
と
し
て
は
、
移
住
、
定
住
が
条
件
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
情
報
収
集
を
行
い
制
度

運
用
の
精
査
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
検
討
し

て
い
く
。

地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
の
構
成
に

つ
い
て
。

地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員

は
15
人
以
内
で
組
織
し
、
学
識
経
験
者
、
保
健

医
療
福
祉
関
係
者
、
公
募
に
よ
る
町
民
、
行

政
機
関
の
職
員
、
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る

者
を
委
嘱
、
ま
た
は
任
命
す
る
予
定
で
あ
る
。

認
定
こ
ど
も
園
創
設
計
画
を
聞
く
。

認
定
こ
ど
も
園
の
創
設
は
、
子

ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
今
後
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
た
後
、
取
り

組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

各
種
税
目
や
保
険
料
、
給
食
費
、
保

育
料
等
の
支
払
い
に
ア
プ
リ
決
済
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。
南
風
原
町
が
次
年
度

か
ら
取
り
組
み
、
与
那
原
町
も
上
下
水
道
料

金
で
利
用
し
て
い
る
。

納
付
方
法
の
多
様
化
に
対

応
す
る
た
め
、
電
子
決
済
の
導
入
を
実
施
、

検
討
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
他
市
町

村
の
動
向
や
費
用
対
効
果
を
検
証
し
、
導
入

の
是
非
を
検
討
す
る
。

喜
きな

納 昌
まさもり

盛 議員

伊
いけい

計 裕
ひろこ

子 議員

■
町
長
の「
施
政
方
針
」に
つ
い
て

■
公
的
奨
学
金
返
還
支
援

■
辺
野
古
へ
の
埋
め
立
て
土
砂

問
題
と
核
兵
器
禁
止
条
約
へ

の
町
長
の
見
解

■
認
定
こ
ど
も
園
の
創
設

■
地
域
福
祉
計
画

■
税
の
納
付
に
ア
プ
リ
決
済
導
入

■「
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

■
認
定
こ
ど
も
園

副
町
長

企
画
財
政
課
長

○
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

つ
い
て

○「
那
覇
広
域
都
市
計
画
区
域
区
分
協
議
会
」、「
市
街

化
調
整
区
域
に
お
け
る
土
地
利
用
計
画
研
究
会
」、

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

○
重
層
的
支
援
整
備
事
業
へ
の
移
行
準
備
事
業

○
保
育
行
政

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
つ
い
て

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
町
民
へ
の
支
援
に
つ
い
て

○
少
人
数
学
級
に
つ
い
て

長
ながはま

浜 ひろみ議員
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